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＜要旨＞ 

本稿では、OJT と Off-JT を取り上げて、企業内訓練を受講している非正規社員の属

性を明らかにし、非正規社員にとって企業内訓練の受講が勤務先での賃金や職業能力

の向上にプラスの効果があるのか、また正社員としての転職確率が上がるのかを検証

する。 

分析の結果、第 1 に、非正規社員として働いている人のうち、期待勤続期間が長い

人は OJT 受講確率が高く、またフルタイム勤務の非正規社員は 35 時間未満のパート

タイム勤務の非正規社員よりも Off-JT 受講確率が高くなることが示される。つまり、

非正規社員のなかでも正規社員に近い働き方をしている人が企業内訓練を受けやすい

傾向がうかがえる。 

第 2 に、非正規社員にとって、OJT と Off-JT いずれの企業内訓練受講にも、賃金引

き上げ効果が観察されない。しかし、企業内訓練を受講することで、仕事能力に関す

る非正規社員の自己評価が高まることが示される。また、企業内訓練の受講と生産性

の間には、統計的に有意に相関関係があることを示す結果が得られる。 

第 3 に、前の勤務先での Off-JT の受講は、正規社員と非正規社員の両者とも、転職

する場合における正規社員への転職確率を高めることが示される。とくに、同一職種

間の転職では、前職で Off-JT を受講した人のほうが、非正規社員から正社員への転職

確率が統計的に有意に高まる。 
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